ブラックアイスバーン

すべる路面には種類があります。「ブラックアイスバーン」とは黒い路面でぴかぴか光っている路面、つまり道路の上の水がそのまま凍っているような路面です。「圧雪アイスバーン」とは、雪道のようですが、ふわふわの雪がつもっているのではありません。押し固められたぴかぴかの白い道路です。こちらも滑ります。このほかにもミラーのようなアイスバーンもあって、これは氷の厚い層のようなものです。まさにスケートリンクもどきということになります。
　ブラックアイスバーンに注意すべきなのは、一見普通の濡れているだけの道路に見えるということ。雨が降ったばかりのような濡れた黒光りの路面に見えるのです。ですが、実際はそれが凍っているのです。これが一番すべるという人もいるほど危険なアイスバーンです。気のゆるみから発生する事故がおきないように、黒い光る路面が見えたときは、アイスバーンだと思って徐行するなりしないとだめなのです。
　ちなみに、この道路が出来るのは・・・前日が暖かかったので、積雪がとけました。そしてとけた雪が水になるのですが、路面が乾ききらなかった状態です。または、本当に雨が降るということもあります。いずれにしても、前日に解けたのが夜に凍ってしまった状態です。夜だけではなく、夕方からもうすでに凍り始めますので帰宅時は注意したいです。
　圧雪アイスバーンもすべります。特に交差点付近は、みんなが止まりますので、車の温かさがそのまま雪を溶かす原因になっています。そうしていくうちにだんだんぴかぴかと光ってきます。さらに、タイヤを空回りさせる車もでてきてさらにぴかぴか磨き上げられます。
　交差点付近は危険地帯です。交差点付近といえば、道路に横に細かいぎざぎざの段差が出来ていることがあります。車がそこを通るとダンダンダン！ってすんごくゆれますが、これはチェーンを装着している大型トラックやバスによるものです。これもしょうがない現象です。タイヤが溝にはまらないように勢いよく通過します
